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森林整備事業標準歩掛の留意事項
１． 通 勤 補 正

１－(1) 通勤補正の対象とする工事

対象工事は、 最寄りの市町村役場 (支所等（職員が常時駐在し各種証明書等を交付できる機関

を言う。）を含む) から施工現場までの通勤に往復90分以上を要する箇所の工事とする｡

１－(2) 通勤補正の対象

直接工事費に積算される労務費のみとする｡ ただし、 下車地点付近から連続して作業が行われ

る運搬作業等は除く｡

１－(3) 補正方法

通勤補正労務費 ＝ 労務費 × 補正係数

Ｋ＝１＋ Ｔ ただし、 Ｋ：補正係数 (％， 小数第３位四捨五入)

480
Ｔ：90分を越える通勤時間 (分)

○補正係数

補正係数（Ｋ） 分まで（Ｔ） 補正係数（Ｋ） 分まで（Ｔ）

1.00 2.3 1.20 98.3

1.01 7.1 1.21 103.1

1.02 11.9 1.22 107.9

1.03 16.7 1.23 112.7

1.04 21.5 1.24 117.5

1.05 26.3 1.25 122.3

1.06 31.1 1.26 127.1

1.07 35.9 1.27 131.9

1.08 40.7 1.28 136.7

1.09 45.5 1.29 141.5

1.10 50.3 1.30 146.3

1.11 55.1 1.31 151.1

1.12 59.9 1.32 155.9

1.13 64.7 1.33 160.7

1.14 69.5 1.34 165.5

1.15 74.3 1.35 170.3

1.16 79.1 1.36 175.1

1.17 83.9 1.37 179.9

1.18 88.7 1.38 184.7

1.19 93.5 1.39 189.5

注) Ｔは 90分を越えた時間
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１－(4) 通勤所要時間

通勤所要時間は、 通常の通勤経路の所要時間とし、 通勤距離を標準速度で除して算出するもの

とする｡

① 人員輸送車の速度は、30㎞／時を標準とする｡

② 徒歩による場合は、４㎞／時を標準とする｡

１－(5) 往復通勤時間の算定

往復通勤所要時間（分）＝Ｄ × 60分 ＋ (徒歩往復時間) 分
Ｖ

Ｄ：人員輸送車往復距離 (㎞)

Ｖ：運行速度 (30㎞／ｈ)

Ｄ の係数は単位以下３位四捨五入２位止めとする｡
Ｖ

分は単位未満四捨五入とする｡
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２． 冬 期 補 正

２－(1) 冬期屋外工事の労務歩掛補正について

冬期屋外工事の労務歩掛補正は、豪雪地帯対策特別措置法第２条第１項の規定により指定され

た地域において、10月1日以降に発注する工事とし、かつ２－(1)－エに該当しない工事に適用す

るものとする。

２－(1)－ア 補正の対象

屋外作業となる工事内容に積算される労務費のみとする｡

２－(1)－イ 補 正 率

工期末 冬 期 補 正 率

発注時期 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１０月 ０．００ ０．００ ０．０２ ０．０２ ０．０２

１１月 ０．００ ０．００ ０．０２ ０．０２ ０．０２

１２月 ０．０２ ０．０３ ０．０３ ０．０２

１月 ０．０４ ０．０４ ０．０２

２月 ０．０３ ０．０２

３月 ０．００

２－(1)－ウ 補正方法

冬期補正労務費＝労務費 × (１＋ 補正率)

２－(1)－エ 補正の対象としない工事内容

（ア） 工場製作工事

（イ） トンネル工事

（ウ） 除排雪工事、コンクリート保温養生等冬期条件下で施工することが前提となる工事

（エ） 建築工事

（オ） ゼロ国債、翌債等で、契約後直ちに施工する必要が無い工事

（カ） 調査・測量・設計業務

（キ） （ア）～（エ）の比率が大きい複合工事

（ク） 10月31日までに完成する工事

（ケ） その他、冬期条件による損失が認められない工事

２－(1)－オ そ の 他

（ア） 設計変更等により工期に伸縮を生ずる場合の補正率は、 原則として変更しないものと

する｡

（イ） 補正後の労務単価は、円未満を四捨五入し、円止めとする。

（ウ） 運転手（特殊・一般）及び助手は補正対象としないものとする。



Ⅱ－4

２－(2) 現場管理費率の補正

ａ.積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合

(a) 積雪寒冷地域の範囲 ……… 寒冷地手当支給規則 (昭和39年８月14日総理府令33号以下、

規則という｡) により規定される寒冷地手当を支給する地域と

する｡

(b) 積雪寒冷地の適用期間は次のとおりとする｡

施工期間 適用地域 備考

北海道 積雪地特性として１１月中の降雪が５日

１１月１日～３月３１日 青森県 以上あること

秋田県

１２月１日～３月３１日 上記以外の地域

(c) 現場管理費率の補正率は、 次によるものとする｡

補正率 (％) ＝ 冬期率 × 補正係数

１２月１日～３月３１日（１１月１日～３月３１日）までの工事期間
冬期率＝

工 期

ただし，工期については、実際に工事を施工するために要する実工事期間 (準備期間と後

片付け期間を含む｡) とする｡

補 正 係 数

積雪寒冷地域の区分 補正係数

１級地 １．８０

２級地 １．６０

３級地 １．４０

４級地 １．２０

注) １.冬期率は、小数点以下３位を四捨五入して２位止めとする｡

２.補正率は、小数点以下３位を四捨五入して２位止めとする｡

３.施工地域が２つ以上となる場合には、補正係教の大きい方を適用する｡

(d) 設計変更の取扱い

設計変更時における現場管理費率の補正について、工期の延長短縮等により当初計上した

補正値に増減が生じた場合は、設計変更の対象として処理するものとする。
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積 雪 寒 冷 地 の 適 用 地 域

支　　給　　地　　域 区　　分

青　森　県 全市町村 ４ 級 地

秋　田　県

秋 田 市

能 代 市

横 手 市

大 館 市

湯 沢 市

大 仙 市

鹿 角 市

北秋田市

仙 北 市

潟 上 市

由利本荘市のうち旧矢島町、旧鳥海町

鹿 角 郡　　全町村

北秋田郡　　全町村

山 本 郡　　全町村

南秋田郡　　全町村

仙 北 郡　　全町村

雄 勝 郡　　全町村

４ 級 地
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岩　手　県 盛 岡 市

奥 州 市

花 巻 市

北 上 市

久 慈 市

遠 野 市

一 関 市

釜 石 市

二 戸 市

宮 古 市のうち旧川井村

八幡平市

滝 沢 市

岩 手 郡　　全町村

紫 波 郡　　全町村

和 賀 郡　　全町村

胆 沢 郡　　全町村

西磐井郡　　全町村

気 仙 郡　　全町村

上閉伊郡　　全町村

下閉伊郡　　全町村

九 戸 郡　　全町村

二 戸 郡　　全町村

４ 級 地

宮　城　県 登 米 市

大 崎 市

栗 原 市

刈 田 郡のうち七ヶ宿町

柴 田 郡のうち川崎町

加 美 郡のうち加美町

遠 田 郡　　全町村

４ 級 地
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積 雪 寒 冷 地 の 適 用 地 域

備考 この表に掲げる名称は、平成２６年４月１日における名称とし、同表に定める地域は、それら

の名称を有するものの同日における区域を用いて示された地域とし、その後におけるそれらの名

称の変更またはそれらの名称を有するものの区域の変更によって影響されないものとする。

注) 別表―１

１. 冬 期 率
＝

12月１日～３月31日（11月１日～３月31日）までの工事期間

（小数以下３位四捨五入２位止） 全工期（日数）

Ａ：12月１日以降３月31日までの工期 (日数) ………… 岩手県、宮城県、山形県

Ｂ：11月１日以降３月31日間での工期 (日数) ………… 青森県、秋田県

２.全工期算定の起算日は、契約予定日の翌日とする｡

３.この表は、 冬期率の下に縦に小数以下１位の数値を記し、小数以下２位の数値を上欄に横に０から９まで

並べてあるから求める補正率は、行と列の交わる処の数値である｡

｢例｣

補正率は、第７行と第４列の交点の数値である｡

別表－１の場合は、0.76％

４.補正率は、次により算出したものである｡

｢冬期率｣ × ｢地域補正係数｣ ＝ 補正率 (小数３位以下四捨五入２位止め)

支　　給　　地　　域 区　　分

山　形　県

山 形 市

米 沢 市

新 庄 市

寒河江市

上 山 市

村 山 市

長 井 市

天 童 市

東 根 市

尾花沢市

南 陽 市

鶴 岡 市のうち旧朝日村、旧温海町

東村山郡　　全町村

西村山郡　　全町村

北村山郡　　全町村　

最 上 郡　　全町村

東置賜郡　　全町村

西置賜郡　　全町村

４ 級 地

冬期率＝
100日
160日

＝0.63
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別表―１ 補正率 (Ｋ) (積寒冷地域 ４級地に適用)

冬期率 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0.0 － 0.01 0.02 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.10 0.11

0.1 0.12 0.13 0.14 0.16 0.17 0.18 0.19 0.20 0.22 0.23

0.2 0.24 0.25 0.26 0.28 0.29 0.30 0.31 0.32 0.34 0.35

0.3 0.36 0.37 0.38 0.40 0.41 0.42 0.43 0.44 0.46 0.47

0.4 0.48 0.49 0.50 0.52 0.53 0.54 0.55 0.56 0.58 0.59

0.5 0.60 0.61 0.62 0.64 0.65 0.66 0.67 0.68 0.70 0.71

0.6 0.72 0.73 0.74 0.76 0.77 0.78 0.79 0.80 0.82 0.83

0.7 0.84 0.85 0.86 0.88 0.89 0.90 0.91 0.92 0.94 0.95

0.8 0.96 0.97 0.98 1.00 1.01 1.02 1.03 1.04 1.06 1.07

0.9 1.08 1.09 1.1 1.12 1.13 1.14 1.15 1.16 1.18 1.19

1.0 1.20 － － － － － － － － －



治 山 事 業 参 考 歩 掛
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１ 埋戻歩掛

(1) 機械施工歩掛（山腹工 BH-0.10・0.20）

ア １ｍ３当たり単価の算定

埋戻Ａ

１ｍ３当たり単価 ＝
時間当たり機械運転経費

＋仕上げ経費＋締固め経費
時間当たり土工量

埋戻Ｂ

１ｍ３当たり単価 ＝
時間当たり機械運転経費

時間当たり土工量

注) １. 機械運転経費は、バックホウ運転歩掛による。

２. 時間当たり土工量は、（ＱＢ２）による。

３．仕上げ経費は、仕上げ歩掛による。

４．締固め経費は、タンパ締固め歩掛による。

５．運搬を必要とする場合は、別途計上する。

イ バックホウ土工量（ＱＢ２）

(2) 機械施工歩掛（山腹、渓間工 BH-0.35・0.60）

ア １ｍ３当たり単価の算定

埋戻Ａ

１ｍ３当たり単価 ＝ バックホウ運転経費＋仕上げ経費＋締固め経費

埋戻Ｂ

１ｍ３当たり単価 ＝ バックホウ運転経費

[( ) は山地治山工（Ａ），裸は山地治山工（Ｂ）]（１時間当たり）

バケット容量
0.10ｍ３ 0.20ｍ３ 0.35ｍ３ 0.60ｍ３

区 分

山 土 砂 埋 戻 （5.20） （10.40） － －

腹 5.80 11.60

工 岩 塊 ・ 玉 石 埋 戻 － － － －

注）本表は，旋回角度90°作業効率の値普通の場合に適用する。
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イ 埋 戻 工

(3) 仕上げ歩掛
（１００ｍ 当たり）３

区 分 普 通 作 業 員 摘 要

土 砂 埋 戻 ４．０人 仕上げ一切

(4) タンパ締固歩掛
（１００ｍ 当たり）３

名 称 規 格 数 量 摘 要

普 通 作 業 員 ３．０人

タ ン パ 運 転 自重 60～100kg ３．０日

(5) 機械運転経費

ア タンパ運転
（１日当たり）

名 称 規 格 数 量 摘 要

特 殊 作 業 員 １．０人

ガ ソ リ ン ４．５㍑ 0.9L× 5h

賃 料 自重 60～100kg １．３８

ア 振動ローラ運転
（１日当たり）

名 称 規 格 数 量 摘 要

特 殊 作 業 員 １．０人

軽 油 ５．２㍑

賃 料 0.8 ～ 1.1t １．４４ ハンドガイド式

（１００ｍ 当たり）３

バケット容量
0.10ｍ３ 0.20ｍ３ 0.35ｍ３ 0.60ｍ３

機 種

バックホウ運転経費 BH-0.35 － － ６時間 －

バックホウ運転経費 BH-0.60 － － － ４時間

振動ローラ運転 0.8 ～ 1.1t － － － １．３５日

タンパ締固め 60 ～ 100kg － － １００ｍ １０ｍ３ ３

注）本表は，旋回角度90°作業効率の値普通の場合に適用する。
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２ 中詰・基礎礫歩掛

(1) 詰石歩掛（山腹、渓間工共通）
（１ｍ 当たり）３

名 称 単位 人力詰石
バ ッ ク ホ ウ に よ る 詰 石
０．３５ｍ ０．６０ｍ３ ３

普 通 作 業 員 人 ０．３ ０．１ ０．１

バックホウ運転 時間 ０．３ ０．２

注) １. 中詰歩掛はバックホウ0.60m3による詰石を標準とする。
２. 本表には20m以内の小運搬を含む。

(2) 基礎礫

ア 基礎礫の敷き均し厚は原則として１０cmとする。

イ 仕上げ歩掛（ﾊﾞｯｸﾎｳ0.1・0.2ｍ３）

（１ｍ
３
当たり）

区分 材 料 別 作 業 内 容 普通作業員 摘 要

材 料 作 業 （人）

栗 石 敷均し 0.03 目潰し施工労力を含む。

基 礎 割 栗 石 仕上げ一切

切 込 砂 利 敷均し 0.05 仕上げ一切

クラッシャーラン

中 詰 玉 石 0.11 仕上げ一切

（詰 石）

注）１．目潰材は，栗石，割栗石に使用するものとし，その使用量は栗石１ｍ
３
（割増しない量）につき，

0.23ｍ３を計上する。
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３ 土のう積歩掛

(1)－ア 小口並べ歩掛

（１m2当たり）

種別 普通土のう 緑化土のう 摘要

規 緑色、耐光性処理 黒色、種子帯付

60～62×48㎝ 60～62×48㎝

格 （30㎏／袋）詰 （30㎏／袋）詰

仕上寸法 仕上寸法

名称・単位 0.37×0.16×0.50m 0.37×0.16×0.50m

土 の う 袋 17.00 17.00 小口並べ使用

普通作業員 人 0.51 0.51 土のう拵，据付け一式

注）１．運搬を要する場合は、別途運搬費を計上する。

２．採土を要する場合は、混土採取歩掛により別途計上する。(ページⅡ－13に記載)

イ 面並べ歩掛

（10袋当たり）

種別 普通土のう 緑化土のう 摘要

規 緑色、耐光性処理 黒色、片面種子付

60～62×48㎝ 60×40㎝

格 （30㎏／袋）詰 （22.5㎏／袋）詰

仕上寸法 仕上寸法

名称・単位 0.37×0.16×0.50m 0.30×0.10×0.50m

土 の う 袋 10.00 10.00 面並べ使用

普通作業員 人 0.30 0.15 土のう拵，据付け一式

注）１．運搬を要する場合は、別途運搬費を計上する。

２．採土を要する場合は、混土採取歩掛により別途計上する。(ページⅡ－13に記載)



5

４ コンクリート関係歩掛

(1) コンクリート単価の構成

(2) 水平打継面型枠の施工歩掛

水平打継面型枠の製作・設置・撤去にかかる施工歩掛は，次表とする。

施 工 歩 掛

（100㎡当たり）

名 称 単位 数量

世 話 役 人 3.50

型 枠 工 人 13.50

普 通 作 業 員 人 11.10

諸 雑 費 率 ％ 15.00

備考 １．上記歩掛には，はく離剤塗付及びケレン作業を含む。

２．諸雑費率は，型枠材及びはく離剤等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた額

を上限として計上する。

（１ｍ３当たり）

名 称 数 量 単位 単 価 の 算 出

生コンクリート 1.02～1.06 ｍ３ 現場届価格とし，数量に割増率を見込む

ポ ン プ 圧 送 1.00 〃

ポンプ車打設経費（２－１－５(3）） 打継面清掃費

打 設 1.00 〃 （２－３） 普通養生費（２－１－７） クレーン

車打設経費（２－１－６）

保 温 養 生 費 1.00 〃

計

ポンプ車運転経費 （２－１－５(5））
標準時間当たり打設量（２－１－５(2））

保温養生費（２－１－７）
工作物体積
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簡易合板（埋殺し）型枠歩掛 （10㎡当たり）

名称 規格 数量 単位 摘要

型 わ く 工 0.10 人

普 通 作 業 員 0.10 〃

諸 雑 費 100.00 ％

計

(3) 設計日打設量の算出式

ア 打設回数

水回し締切りの状態を勘案して次により算出するものとし、打設回数は、おのおの計算におい

て単位未満切上げ単位止めとする｡

(ｱ) 全川締切りの場合及び鋼製ダムの場合

(ｲ) 伸縮継目のある場合及び半川締切りの場合

式中 Ｈ＝堤高 (鋼製ダムの場合は鋼材の高さ)

ｈ＝そでの高さ

Ｋ＝止水壁及び鋼製ダム底版（止水壁を含む）の打設回数は次による｡

① 全川締切りで打設する場合の底版……１

② 半川締切りで打設する場合の底版……２

注）(ｲ)において、堤底(基礎充填部含む)から１段目の水抜上端までの高さが２ｍ以下の場合は、２回目

の打設が同時打設可能なので算出式は、Ｈ／２＋１＋ｈ／２＋Ｋ とする。

（例）

(ｳ) 伸縮継目が２箇所以上ある構造物及びそで部に伸縮継目のある構造物の場合は、打設回

数を別途算出するものとする｡

(ｴ) 土留工類の打設回数は、現地の実態に応じて決定するものとする｡

構造物のコンクリート体積
設計日打設量＝

打 設 回 数

Ｈ ｈ
＋２＋ ＋Ｋ

2.0 2.0

Ｈ ｈ
＋ ＋Ｋ

2.0 2.0
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イ 構造物のコンクリート体積

(ｱ) 構造物ごとのコンクリート体積とする｡

(ｲ) ２以上の構造物のコンクリート打設を併行して作業できる場合は、コンクリート体積の合計

とする｡ なお、 コンクリート打設回数は、回数の多い方を採用する｡
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(4) 接着剤塗布歩掛

（10㎡当たり）

名 称 単 位 数 量

普 通 作 業 員 人 0.30

接 着 剤 kg 8.00

注）１．２箇年にまたがる継続ダム及び嵩上等について，水平，垂直打継面面積により積算する。

２．接着剤の塗布は，打継面のうち水表，水裏部の両側より幅1.5ｍの部分を標準とし，必要に応じて

積算すること。

３． 練積に崇上等の場合は，「打継面仕上げ」の普通作業員に0.2～0.4人を加算する。

(5) 無筋， 鉄筋， 小型構造物歩掛

型枠の製作，設置，撤去歩掛

土留工類における地盤面からの平均設置高の算出は次による｡

区 分 算 出 式

地盤面の平均設置高 構造物垂直面積（㎡）

構造物延長（ｍ）

(6) 円筒型水抜歩掛 (耐水ボート製)

（１ｍ当たり）

円 筒 型 水 抜 内型固定バンド 鉄 線 普 通 作 業 員

呼称（内径） 肉厚 外径 （巾 10cm） （♯８）

300㎜ 5.3㎜ 311㎜ 1.00 枚 0.30 ㎏ 0.03 人

350 5.8 362 1.00 0.30 0.04

400 6.3 413 1.00 0.30 0.05

450 6.8 464 1.00 0.40 0.06

500 7.1 514 1.00 0.40 0.07

550 7.7 565 1.00 0.40 0.08

600 8.0 616 1.00 0.40 0.09

650 8.0 666 1.00 0.50 0.10

700 9.0 718 1.00 0.50 0.11

750 9.3 769 1.00 0.50 0.12

800 9.5 819 1.00 0.50 0.12

注）円筒型水抜の設置等一切を含む｡



9

５ 山腹工関係歩掛

(1) 施肥標準歩掛

(1)－(1) 普通造林の場合

（１本当たり）

肥料 固 型 肥 料 化成肥料

Ｎ：Ｐ：Ｋ Ｎ：Ｐ：Ｋ Ｎ：Ｐ：Ｋ 摘 要

樹 種 ３：６：４ ６：12：８ 14：18：16

ス ギ 80g 40g 30g

ア カ マ ツ 40 20 20

ク ロ マ ツ 40 20 20

(1)－(2) 治山造林の場合

（１本当たり）

肥料 固 型 肥 料 化成肥料

Ｎ：Ｐ：Ｋ Ｎ：Ｐ：Ｋ Ｎ：Ｐ：Ｋ 摘 要

樹 種 ３：６：４ ６：12：８ 14：18：16

ア カ マ ツ 160g 80g 60g

ク ロ マ ツ 160 80 60

やしゃぶし類 100 50 30

は ん の き 類 60 30 20

い た ち は ぎ 60 30 20

あ き ぐ み

ﾌﾞﾅ・ﾅﾗ・ｹﾔｷ 60 30 20

(1)－(3) 草本の場合

（１㎡当たり）

肥 料 名 施 肥 量 摘 要

Ｎ：Ｐ：Ｋ 他の配合肥料を用いる場合は燐酸成分の多いもの

20：10：20 30g を用いるようにし，燐酸成分1,000㎡当たり30kg

内外になるように設計する。
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(2) 人力杭打歩掛

(ｱ) 木 杭

工 事 内 容 種 類 ・ 寸 法 単 位 普通作業員 摘 要

φ８～12cm l＝0.6ｍ １本 0.03人

〃 l＝1.0ｍ 〃 0.05 根入率70％未満に適用

〃 l＝1.2ｍ 〃 0.06 柵工，水路工等に適用

〃 l＝1.3ｍ 〃 0.06 先端仕拵，元口切揃を

〃 l＝1.5ｍ 〃 0.09 含む

杭 打 〃 l＝1.8ｍ 〃 0.15

φ８～12cm l＝0.6ｍ １本 0.03人

〃 l＝1.0ｍ 〃 0.06 根入率70～80％未満に

〃 l＝1.2ｍ 〃 0.06 適用

〃 l＝1.3ｍ 〃 0.07 先端仕拵，元口切揃を

〃 l＝1.5ｍ 〃 0.10 含む

〃 l＝1.8ｍ 〃 0.18

φ８～12cm l＝0.6ｍ １本 0.04人

〃 l＝1.0ｍ 〃 0.07 根入率80～100％に適

杭 打 〃 l＝1.2ｍ 〃 0.08 用

〃 l＝1.3ｍ 〃 0.09 先端仕拵，元口切揃を

〃 l＝1.5ｍ 〃 0.13 含む

〃 l＝1.8ｍ 〃 0.22

備考 １.地質の硬軟に応じて増減することができる。

２.この歩掛は，杭木小運搬，先端仕拵え，元口切揃及び足場器具損料一切を含む。

３.杭抜取りは，本表歩掛の７割を標準とする。

４.本表の規格に一致しない杭の場合は直近下位の歩掛を適用する。
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(ｲ) Ｌ鋼， パイプ杭

工 事 内 容 種 類 ・ 寸 法 単 位 普通作業員 摘 要

φ48.6mm，5×40×40mm l＝0.6ｍ １本 0.01人

〃 l＝1.Oｍ 〃 0.02 根入率70％未満に適用

〃 l＝1.2ｍ 〃 0.03 柵工，水路工等に適用

〃 l＝1.3ｍ 〃 0.03 先端仕拵，元口切揃を

〃 l＝1.5ｍ 〃 0.04 含む

杭 打 〃 l＝1.8ｍ 〃 0.04

φ48.6mm，5×40×40mm l＝0.6ｍ １本 0.02人

〃 l＝1.Oｍ 〃 0.02 根入率70～80％未満に

〃 l＝1.2ｍ 〃 0.03 適用

〃 l＝1.3ｍ 〃 0.03 先端仕拵，元口切揃を

〃 l＝1.5ｍ 〃 0.04 含む

〃 l＝1.8ｍ 〃 0.05

φ48.6mm，5×40×40mm l＝0.6ｍ １本 0.02人

〃 l＝1.Oｍ 〃 0.03 根入率80～100％に適

杭 打 〃 l＝1.2ｍ 〃 0.04 用

〃 l＝1.3ｍ 〃 0.04 先端仕拵，元口切揃を

〃 l＝1.5ｍ 〃 0.05 含む

〃 l＝1.8ｍ 〃 0.06

備考 １.地質の硬軟に応じて増減することができる。

２.この歩掛は，杭木小運搬，先端仕拵え，元口切揃及び足場器具損料一切を含む。

３.杭抜取りは，本表歩掛の７割を標準とする。

４.本表の規格に一致しない杭の場合は直近下位の歩掛を適用する。

(3) 吸出防止材設置等歩掛

工事内容 種別・寸法 単位 普通作業員 摘要

吸出防止材設置 敷込み等の場合 10㎡ 0.05

建込み、巻込み等の場合 〃 0.06

板状排水材設置 建込み等の場合 10㎡ 0.30

ビニール設置 敷込み等の場合 10㎡ 0.05

備考 １．本表には20ｍ以内の材料小運搬を含む。

２．単位が面積で示されている面積は，斜面積（実面積）である。
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３．摘要欄の普通作業員適用は，山林砂防工を普通作業員に読みかえるものとする。

４．材料使用数量は、７％を加算して計上する。（設計数量（㎡）×（１＋０．０７））

(4) 山腹工種歩掛

工事内容 種別・寸法 単位 普通作業員 摘要

混土採取 中詰土 １ m3 0.50

備考 １．本表には20ｍ以内の材料小運搬も含む。

(5) 丸太柵水路工

（10ｍ当たり）

名称 形状，寸法 数量 単位 摘要

丸太柵水路 幅0.5m 高0.4m 10.00 ｍ 杭間隔0.5m 帯工間隔2.0m

杭木 φ８～12㎝ �1.3m 40.00 （本）

0.520 m3

横木 φ８～12㎝ �1.8m 44.44 （本）

0.800 m3

笠木 φ８～12㎝ �0.7m 5.00 （本） 間隔2.0ｍ

0.035 m3

帯工 φ８～12㎝ �0.7m 10.00 （本） １箇所当たり2.0本

0.070 m3

釘 N150 0.22 ㎏ 笠木取付

鉄線 なまし ＃10 11.30 ㎏ 横木緊結

普通作業員 3.21 人

内訳 柵木取付 0.71 〃 10m2当たり0.89人
杭打 2.40 〃 １本当たり0.06人

笠木，帯工取付 0.10 〃 １箇所当たり0.01人

計

（注）帯工は、土質が軟弱で縦浸食を受け易いところ及び10m以上の長い水路、分岐点等に設ける。
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(6) 丸太一本筋工

(7) 丸太柵工

（10ｍ当たり）

名 称 形 状，寸 法 数 量 単位 摘 要

丸太一本筋 10.00 ｍ

杭 木 φ8～12cm ℓ0.6ｍ (12.50) （本） 杭間隔 0.80ｍ

0.075 ｍ３

横 木 φ8～12cm ℓ1.8ｍ (5.56) （本）

0.100 ｍ３

鉄 線 なまし ♯10 0.79 kg 横木緊結

挿 穂 φ0.7～2.0cm ℓ0.4ｍ 50.00 本 ヤナギ等 間隔0.2ｍ

普通作業員 人

挿穂採取，挿付け 0.10 〃 500本当たり 1.00人

柵木取付 0.09 〃 10ｍ当たり 0.09人

内 訳 杭打 0.50 〃 根入率80～100％

１本当たり 0.04

計

（10ｍ当たり）

名 称 形 状，寸 法 数 量 単位 摘 要

丸 太 柵 柵高 0.40ｍ 10.00 ｍ

杭 木 φ8～12cm ℓ1.3ｍ (13.33) （本） 杭間隔 0.75ｍ

0.173 ｍ３

横 木 φ8～12cm ℓ1.8ｍ (22.22) （本）

0.400 ｍ３

鉄 線 なまし ＃10 3.35 kg 横木緊結

挿 穂 φ0.7～2.Ocm ℓ0.4ｍ 50.00 本 ヤナギ等 間隔 0.2ｍ

普通作業員 人

挿穂採取，挿付け 0.10 〃 500本当たり 1.00人

柵木取付 0.36 〃 10㎡当たり 0.89人

内 訳 杭 打 0.80 〃 根入率70％未満

１本当たり 0.06人

階段切付整地 幅0.5ｍ 階段切付歩掛による

計

注) 柵高，杭間隔及び階段切付幅は，現地の実状により決定する。
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(8) 丸太筋工

(9) 編柵工
（10ｍ当たり）

名 称 形 状，寸 法 数 量 単位 摘 要

編 柵 編高 0.3ｍ 10.00 ｍ

杭 木 丸太φ8～12cm ℓ1.Oｍ (13.33) （本） 杭間隔0.75ｍ

0.133 ｍ３

帯 梢 長3.5ｍ 元口径0.03ｍ22本人 3.00 束 １㎡当たり1.0束（現地採取）

挿 穂 φ0.7～2.Ocm ℓ0.4ｍ 50.00 本 ヤナギ等 間隔 0.2ｍ

普通作業員 人

挿穂採取，挿付け 0.10 〃 500本当たり 1.00人

杭 打 0.80 〃 根入率70～80％未満

１本当たり 0.06人

内 訳 帯梢採取 0.30 〃 10束当たり 1.00人

帯梢編上 0.40 〃 10㎡当たり 1.32人

階段切付整地 幅0.5ｍ 階段切付歩掛による

計

注）柵高，杭間隔及び階段切付幅は，現地の実情により決定する。

（10ｍ当たり）

名 称 形 状，寸 法 数 量 単位 摘 要

丸 太 筋 柵高 0.30ｍ 10.00 ｍ

杭 木 φ8～12cm ℓ1.Oｍ (13.33) （本） 杭間隔 0.75ｍ

0.133 ｍ３

横 木 φ8～12cm ℓ1.8ｍ (16.67) （本）

0.300 ｍ３

鉄 線 なまし ＃10 2.51 kg 横木緊結

挿 穂 φ0.7～2.Ocm ℓ0.4ｍ 50.00 本 ヤナギ等 間隔 0.2ｍ

普通作業員 人

挿穂採取，挿付け 0.10 〃 500本当たり 1.00人

柵木取付 0.27 〃 10㎡当たり 0.89人

内 訳 杭 打 0.80 〃 根入率70～80％未満

１本当たり 0.06人

階段切付整地 幅0.5ｍ 階段切付歩掛による

計
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６ 集水井工

(1) 集水井地上部ライナープレート組立

ア ライナー組立編成人員

世 話 役 1.00人

普通作業員 2.00人

イ ライナープレート組立のサイクルタイム

(１サイクル（0.5ｍ）当たり) (１サイクル（1.0ｍ）当たり)

井径 3.0ｍ 77分 井径 3.0ｍ 144分

井径 3.5ｍ 90分 井径 3.5ｍ 180分

備考 １日実働時間420分とする。

ウ 地上部ライナープレート組立据付歩掛(3.5ｍの場合) （１ｍ当たり）

名 称 規 格 単位 数 量 備 考

世 話 役 人 0.43 180分／420分×1.0人

普 通 作 業 員 人 0.86 180分／420分×2.0人

(2) 静水槽コンクリート打設歩掛 （10ｍ当たり）3

名 称 規 格 単位 数 量

世 話 役 人 0.90

ト ン ネ ル 特 殊 工 バイブレーター運転 人 1.02

普 通 作 業 員 コンクリート積込み 人 3.25

ｸ ﾛ ｰ ﾗ ｸ ﾚ ｰ ﾝ 運 転 経 費 油圧式35ｔ吊 日 0.56

諸 雑 費 ％ 4.00

備考 １ 上表には，運搬バケットへのコンクリート積込及び玉掛作業等を行う機械付補助労務を含む。

２ クローラクレーンは，運転経費（軽油70L・賃料1.0日）とする。

３ 諸雑費は，バイブレータ，発動発電機運転経費，潜水ポンプ損料，送風機損料，コンクリー

トバケット損料等の費用であり，上表の労務費及びクレーン賃料の合計額に諸雑費率を乗じた

金額を上限として計上する。

４ バケット容量Ｖは0.6ｍを標準とする。3

(3) 静水槽養生歩掛 （10ｍ当たり）3

名 称 単位 小型構造物

普 通 作 業 員 人 0.69

諸 雑 費 ％ 19

備考 １ この歩掛は、一般養生の場合であり、特殊養生（電気養生、冬期養生等）を必要とする場合は、
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別途積算する。

２ 普通作業員は、被覆、取除き、散水一切含む。

３ 諸雑費は，シート・養生マット・角材・パイプ・散水等に使用する機械の損料及び電力に関す

る経費等の資料であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とする。

(4) 静水槽型枠歩掛

100㎡当り

名 称 規 格 単位 数 量

世 話 役 人 4.40

型 枠 工 人 20.60

ト ン ネ ル 作 業 員 トンネル内型枠設置 人 8.75

普 通 作 業 員 地上部作業 人 8.75

諸 雑 費 ％ 14.00

備考 １ 諸雑費は，発動発電機運転経費，潜水ポンプ損料，送風機損料等の費用であり，上表の労務

費の合計額に諸雑費率を乗じた金額を上限として計上する。

(5) 基礎コンクリート型枠の施工歩掛

基礎コンクリート型枠の製作・設置・撤去にかかる施工歩掛は，次表とする｡

施 工 歩 掛

10㎡当り

名 称 単 位 数 量

世 話 役 人 0.1

型 枠 工 〃 1.0

普 通 作 業 員 〃 0.4

諸 雑 費 ％ 18

備考 １ 上記歩掛には，はく離剤塗布及びケレン作業を含む。

２ 諸雑費は，型枠材及びはく離剤等の費用であり労務費の合計額に上表の率を乗じた額を上

限として計上する。

(6) 集水井用安全柵(耐雪型)設置歩掛

（１基当たり）

名 称 規 格 径3.5m 摘 要

普通作業員
φ３．５用 人 １組当たり×0.08×16組

スギローリング加工材 1.28 （１辺4.15m）
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（7）ボーリング深度補正

ボーリング深度にかかる補正は，次表とする｡

穿 孔 深 度 補 正 掘 孔 長 深 度 補 正

小・中口径 ボーリング パーカッション ボーリング

掘 削 範 囲 補 正 係 数 掘 削 範 囲 補 正 係 数

５０ｍ～５１ｍ １．００ ５０ｍ～５１ｍ １．００

５２ｍ～５７ｍ １．０１ ５２ｍ～５４ｍ １．０１

５８ｍ～６５ｍ １．０２ ５５ｍ～５７ｍ １．０２

６６ｍ～７５ｍ １．０３ ５８ｍ～６０ｍ １．０３

７６ｍ～８９ｍ １．０４ ６１ｍ～６４ｍ １．０４

９０ｍ～１０３ｍ １．０５ ６５ｍ～６８ｍ １．０５

１０４ｍ～１１５ｍ １．０６ ６９ｍ～７４ｍ １．０６

１１６ｍ～１３１ｍ １．０７ ７５ｍ～７９ｍ １．０７

１３２ｍ～１５１ｍ １．０８ ８０ｍ～８６ｍ １．０８

１５２ｍ～１７９ｍ １．０９

１８０ｍ～２１８ｍ １．１０
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７ 仮設費歩掛

(1) 堤名板等歩掛

ア ダム工類用

（１枚当たり）

名 称 単位 数 量 摘 要

Ｂ 型 枚 1.00 アルミ合金製 40×55×1.2cm

堤 名 板 Ｂ 型
〃 1.00 アルミ合金製 55×40×1.2cm

（標語入）

Ｃ 型 枚 1.00 アルミ合金製 80×60×1.5cm

堤 名 板 Ｃ 型
〃 1.00 アルミ合金製 80×60×1.5cm

（標語入）

普 通 作 業 員 人 0.30 取付け仕上一切

イ 土留工類用

（１枚当たり）

名 称 単位 数 量 摘 要

施 設 標 示 板 枚 1.00 アルミ合金製 20×25×1cm

普 通 作 業 員 人 0.25 取付け仕上一切

(2) 昇降階段歩掛

（10本当たり）

名 称 単位 数 量 摘 要

世 話 役 人 0.01 １ｔ当たり 0.20人

鉄 筋 工 〃 0.02 鉄筋切断加工 １ｔ当たり 0.90人

普 通 作 業 員 〃 0.12 鉄筋切断加工 １ｔ当たり 0.60人
取 付 一 切 10本当たり 0.10人

鉄 筋 kg 27.56 φ19mm（2.23kg／ｍ） 割増率3％
階段１本（段）当たり 1.20ｍ

諸 雑 費 率 ％ （労務費の）2.00

注) 本表は， 後日管理のため放水路登天端又は堤体の昇降に安全上必要ある場合に計上する。
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(3) 現場内歩道及び小車運搬路新設歩掛

（100ｍ当たり）

名 称 単位 数 量 摘 要

普 通 作 業 員 人 ２～５ 補修は本歩掛を参考として，現場の実状により

必要に応じて積算する。

注） の勾配より緩やかなものは実距離とする。
１
－
６

(4) 土のう廻水歩掛

（10ｍ当たり）

計 画 水 位 区 分 普通作業員 土 の う ビニ ール 盛 土 量

ｍ 型 段 人 袋 ㎡ ｍ３

0.30まで Ｂ ２ 1.45 40.00 9.20 0.51

0.45まで Ｂ ３ 2.15 60.00 10.80 1.15

0.60まで Ｂ ４ 2.86 80.00 12.40 2.05

注) １．本表の山林砂防工は，土のう拵据付け一切（0.35人／10袋）と，ビニール敷込（0.05人／10㎡）

であり盛土は含まない。

２．バックホウで盛土をする場合は，現地の実情に応じた掘削歩掛を適用し加算する。

ただし，機械掘削捨土を流用する場合は，盛土に要する経費を積算しない。

区 分

計 画 水 位

ｍ 型 段

1.08まで 大型 １

2.16まで 大型 ２

注) １．バックホウで盛土をする場合は，現地の実情に応じた掘削歩掛を適用し加算する。

ただし，機械掘削捨土を流用する場合は，盛土に要する経費を積算しない。
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(5) 樋廻水歩掛

ア 樋施設歩掛

（１ｍ当たり）

名 称 単位 数 量 損 率 摘 要

型 枠 用 合 板 ㎡ 1.80 60.0％ 1.8×0.6×0.012m

桟 木 ｍ３

0.003 60 〃 杉 製 材
継 材 ｍ３

樋 台 木 ｍ３ 0.007 60 〃 杉 丸 太

釘 kg 0.09 100 〃 Ｎ75

ビ ル ㎡ 2.00 100 〃

普 通 作 業 員 人 0.07 樋製作，据付け撤去一切

イ 樋脚施設歩掛

（１基当たり）

区 分
１ 型 ２ 型 ３ 型 摘 要

名称・単位

杉 丸 太 ｍ３ 0.040 0.089 0.114 損率 60％

鉄 線 kg 0.46 0.76 0.76 10#
損率 100%

普 通 作 業 員 人 0.04 0.08 0.11

注) １．区分は次による。

１ 型 脚 高 １ｍ

２ 型 〃 ２ｍ

３ 型 〃 ３ｍ

２．樋延長２ｍごとに１基とし，必要箇所に計上する。
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ウ ポンプ排水日数の算出

日数＝最下部の水抜上部までの「コンクリート打設日数」＋「掘削日数」

＋「型枠組立日数（解体を含む）」＋その他

(ｱ) コンクリート打設日数＝

区 分 １ 日 の 打 設 可 能 体 積

現 場 混 合 １日練上量又は運搬量

生 コ ン １日当り標準打設量又は運搬量

ポ ン プ 圧 送 標準日打設量

(ｲ) 掘削日数

人力掘削 ＝ 要排水掘削数量 ÷ 10

機械掘削 ＝ 1.00日とする。

(ｳ) 型枠組立日数 (解体を含む)

(ｴ) その他日数

丁張，その他準備＝0.5日

(6) 瀬下げ排水歩掛

ア 人力施工歩掛

土質区分別掘削量を算出し，「人力施工歩掛」の床掘歩掛により積算する。

イ 機械施工歩掛

土質区分別掘削量を算出し，使用機種を選定のうえ，「機械施工歩掛」により積算する。

バックホウ地山積込み土工量（ＱＢ１）を適用する。

(7) 排水路埋戻歩掛

ア 人力施工歩掛

土砂，岩塊・玉石別埋戻量を算出し，「人力施工歩掛」により積算する。ただし，タンパ締固

め歩掛は計上しない｡

イ 機械施工歩掛

(ｱ) １‰当たり単価の算定

時間当たり機械運転経費
１‰当たり単価＝

時間当たり土工量

注) １．機械運転経費は，バックホウ運転歩掛による。

２．時間当たり土工量は，（ＱＢ２）による。

工作物最下部水抜上端までの全体積
１日の打設可能体積×0.8

工作物最下部水抜上端までの垂直面積×２
20㎡
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(ｲ) バックホウ土工量 (ＱＢ２)

[( ) は山地治山工（Ａ），裸は山地治山工（Ｂ）] （１時間当たり）

バケット容量
0.20ｍ３ 0.35ｍ３ 0.60ｍ３

区 分

土 砂 埋 戻 (14.00) ｍ (23.80) ｍ (41.30) ｍ

３ 15.20 ３ 25.84 ３ 44.84

岩 塊 ・ 玉 石 埋 戻 (10.80) (18.36) (31.86)

12.00 20.40 35.40

注）本表は，旋回角度90°作業効率の値普通の場合に適用する。

(8) 圧送管支持台歩掛

（1基当たり）

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

杉 丸 太 φ10cm �1.5ｍ×２ ｍ３ 0.030 損 率 30％

鉄 線 10♯ ２ｍ kg 0.13

普 通 作 業 員 組立，撤去 人 0.02

注）１．本施設は，小沢及び凸凹部の横断等支持台を必要とする箇所について，３ｍ（圧送管１本）ごと

に２基計上する。

２．冬期積雪のある場合は，構造物の延長及び立上り管等を除く圧送管実延長について，３ｍごとに

２基計上する。

(9) 施工足場適用範囲

本施設についての適用は次による｡

種 別 区 分 適 用 範 囲

止水壁を除く構造物の直高が上下流面 構造物の直高が地盤面からの高さ２ｍ

ダ ム 工 類 等しい場合 以上のとき

嵩上，継続等で構造物の直高が上下流 上下流面ごとに地盤面からの高さ２ｍ

面異なる場合 以上のとき

土 留 工 類 構造物の直高が地盤面からの高さ２ｍ

以上の区間
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(10) 現場内除雪歩掛

ア 除雪及び踏固め歩掛 （１ m 当たり）3

区 分
除 雪 踏 固 め

名 称

普 通 作 業 員 0.03 人 0.01 人

イ 除雪費の算出

発 生 時 期 区 分 算 出 式

除 雪 （X× A＋ Z× B）

降雪期前の場合

歩道踏固め （X× D）

除 雪 （X× A＋ Z× B＋ Y× C）

降雪期後の場合

歩道踏固め （X＋ Y）× D

注）１． Ｘ：施工期間における過去５箇年間の降雪量（深）の平均1/2

式中 Ｙ：施工開始時期における過去５箇年間の積雪深の平均

Ｚ：施工期間における過去５箇年間の最高積雪深の平均の1/2

２．Ｘ，Ｙ，Ｚとも小数点以下１位止0.5ｍ単位（２捨３入，７捨８入）とする。

３．式中Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは，除雪対象面積で次表による。

区 分 対 象 面積及び面積の算出方法

Ａ 工 作 物 構造物の投影面積とする。

なだれによる危険防止等のため、除雪を要する箇所は
Ｂ そ の 他

必要面積とする。

Ｃ 工 作 物 掘 削 敷 工作物面積の1.3倍を標準とする。

Ｄ 歩 道 幅員0.5mとし、延長を乗ずる。
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(11) 標 識 板 歩 掛 （１枚当たり）

名称 規格 数量 単位 摘要

標識板 1 00 枚 支柱付
普通作業員 Ａタイプ 0 29 人 取付け 0.09人 床堀埋戻し 0.2人

Ｂタイプ 0 34 0.14人 0.2人
Ｃタイプ 0 38 0.18人 0.2人

計

備考 １ 材質は，スギとヒバ材等とする。

２ 土中建込みとする。
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(12) 工事標示板歩掛

（１箇所当たり）

名 称 規 格 置位 数量 摘 要

標 示 板（Ａ） 鋼板メラミン仕上 枚 3.00 10回使用

900×1,800×1.2mm
〃 （Ｂ） 〃 〃 3.00 〃

450×1,800×1.2mm
〃 （Ｃ） 〃 〃 3.00 〃

450×1,800×1.2mm
支 柱 鋼丸パイプ ｍ 21.00 〃 3.5ｍ×６本

0.486mm×2.4mm×3.5ｍ
横 木 〃 〃 7.20 〃 1.2ｍ×６本

0.486mm×2.4mm× l.2ｍ
控 木 〃 〃 21.00 〃 3.5ｍ×６本

0.486mm×2.4mm×3.5ｍ
連 結 金 具 直交クランプ 箇 6.00 〃

連 結 金 具 自在クランプ 〃 12.00 〃

取 付 金 具 合板接続用 角ボルト 〃 42.00 10回使用

根 か せ 取付金具共 組 12.00 ２本１組 10回使用

Ｌ型 ３mm×30mm×300mm
普 通 作 業 員 人 3.57

支柱建込，控木横木取付 〃 0.74 建込，組立ｍ当たり0.015人

全長49.2ｍ

標示板取付 〃 1.68 取付10ｍ２当たり1.73人

内 訳 面積9.72ｍ２

支柱，控木横木取外し 〃 0.37 建込，組立の1/2
49.2ｍ

標示板取外し 〃 0.78 取外し10ｍ２当たり0.80人

面積9.72ｍ２

礫 質 土 掘 削 ＢＨ－0.60ｍ３ ｍ３ 0.64 バックホウ１時間当たり土工

掘削量 49.56ｍ３

計
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(13) 安全費歩掛

ア 気象観測歩掛

(ｱ) 気象観測

（１日当たり）

種 別 工 種 内 容 数量 単位 摘 要

自 記 雨 量 計 ７日巻（損料） １ 日 損率 0.1317％

(ｲ) 雨量計設置・撤去

（１箇所当たり）

種 別 工 種 内 容 数量 単位 摘 要

世 話 役 0.50 人

普 通 作 業 員 1.00 人

諸 経 費 0.09 ％

備考１ 土石流の発生する恐れがある場合等及び施工箇所で上流部集水面積が０．２km （２０ha）２

以上であって、上流側（支流含む）の０．２km(200m)における平均渓床勾配が３°（5.24％）

以上の場合に適用する。

２ 木杭（４本Ｌ＝1.8ｍ ６cm×６cm)，板材（0.05ｍ
３
）及び雑材料として労務費の９％

を計上する。

イ 監視員の歩掛

(ｱ) 監視員

本歩掛は，治山・林道工事の安全対策のために土石流の監視を行う場合に適用する。

（１箇所／１日当たり）

名 称 規格 単位

普 通 作 業 員 人 1.0

注）本歩掛には以下の内容を含むものとする。

① 毎日の作業前流域状況の点検

② 工事中断後の再開時の流域状況の点検

③ 流域状況の記録の整理
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林道工事歩掛
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１．畳仮締切工

２．水替日数の算出

水替に必要な日数を積算するものとする｡

３．樋 廻 水 工

10ｍ当たり

品 目 規 格 数量 単位 損料 摘 要

畳 床 180×90×５cm 11.1 枚 100

角材（松） 枠材180×９×９cm 0.767 ｍ３ 70

支木70×４×４cm

鉄 線 繋鉄線 10♯ 6.2 kg 100

締付鉄線 ８♯

鍄 背長18cm 径13mm 11.1 kg 50

中 詰 土 砂 80 ｍ３ 採土運搬，詰込，搗固

一式

普通作業員 10.4 人 組立，取外し，整理一

式

計

備考 １．中詰土砂は粘土質のものとする。

２．床均しが必要な場合は別途見込むこと。

３．土俵等積重ねする場合は別途加算する。

種 別 標 準 構 造 １ｍ当たり

品 質 規 格 寸 法 数量 単位 数量 損率

型枠用合板 合板 1.80×0.60×0.012 3.24 (3) ㎡(枚) 1.80 ㎡ 16.7 ％

桟 木 杉製材 0.005 ｍ３ 0.003 ｍ３ 30

継 材

台 木 杉丸太 φ6cm �1.8m……2.0本 0.013 ｍ３ 0.007 ｍ３ 30

釘 Ｎ75 30本 0.17 kg 0.09 kg 100

ビ ニ ー ル ２ｍ×l.8ｍ 3.60 ㎡ 2.00 ㎡ 100

普通作業員 製作・解体0.10人 据付撤去0.03人 0.13 人 0.07 人

注) Ｌ＝1.80ｍ
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４．橋 梁 の 部

1) 足場工歩掛の適用について

ア．適用範囲

橋梁架設に伴う足場工費算定における，足場工架設月数の算定に適用する。

イ．足場工架設月数の算定

足場工の供用日数については，工程表等によって決定するが，一般的な工事の場合は次式を

用いて算出することができる。

月 数 算 定 基 本 式

備考１ 上式の「足場工供用月数」には，足場工の組立・解体月数を含む。また「準備月数」とは足場材

の搬入・搬出に要する月数である。

２ 本表は，足場工を単独使用する場合に適用する。

３ 足場工の兼用を行う場合については，架設工と床版工，床版工と塗装工のラップ期間等を控除し

た上で，本表を適用することができる（ラップ期間については別途策定のこと）。この場合，準備

月数は１回のみ計上することとする。また，足場工の組立・解体月数についても，二重計上しない

ように差し引くこととする。（備考の４による。）

４ 兼用する場合の組立・解体月数は，下記式により控除する。

(1) 架設床版塗装一本工事

ａ＝（0.003・Ｌ＋0.2）×２

ａ：組立，解体ラップ月数（月）

Ｌ：橋長（ｍ）

(2) 架設， 床版及び床版・塗装工事

ａ＝0.003・Ｌ＋0.2

ａ：組立，解体ラップ月数（月）

Ｌ：橋長（ｍ）

(3) 架設，床版，塗装工事単独発注でそれぞれから引継

ａ＝0.0015・Ｌ＋0.1

ａ：組立，解体ラップ月数（月）

Ｌ：橋長（ｍ）

区 分 計 算 式

架設足場月数 ｘ１ 「12の設備及び工具の供用日数」やその他の積算資料等を用いて，

別途算出する。ただし，準備月数＝0.3

床板足場月数 ｘ２ 〔足場工供用月数〕〔準備月数〕

0.01Ｌ ＋ 0.6 ＋ 0.3

塗装足場月数 ｘ３ 新橋塗装 0.19／1,000×ＡＰ＋0.8＋0.3

塗替塗装 0.33／1,000×ＡＰ＋0.6＋0.3

Ｌ ：橋長（ｍ）

ＡＰ：現場塗装面積（㎡）－－塗装回数にかかわらない橋体塗装面積
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５ 足場工の転用を行う場合についても，準備月数は１回のみ計上することとする。

６ 歩道橋など極端に幅員の狭い床版については，上の「床版足場月数」の算定式を適用できない。

また，１工事当たりの床版打設延長がおおむね500ｍを超える場合についてもこの式を適用できな

い。プレキャスト床版等の特殊工法や，一般交通を供用しながらの床版打替等についても，この式

を適用できない。

７ 供用日数は，小数２位を四捨五入し，１位止めとする。

８ 自走式クレーン（＋ベント）工法において，架設ヤードが広く，地組を全て完了してから橋体架

設を連続して行える場合については，次式により架設足場月数を算定することができる。

架設足場月数＝（Ａ＋Ｇ）×1.4÷30（箇月）

ただし，Ａ：橋体作業日数（月）

Ｇ：高力ボルト本締日数（日）

なお，架設ヤードが狭く，地組と橋体架設とを交互に行わなければならない場合については，

上式のＡに地組日数を加えて，上式を使用することができる。



- 4 -

５. 高 欄 工

ガードレール高欄

普 通 作 業 員

種 別 規 格 レール取付のみの場合 建込，小運輸，レール

取付，充填

笠 木 有 Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ－５

ベースプレート有 (Ｇｒ－ＣＫ－２ＰＨ)

笠 木 無 Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ－３ 歩掛は必携による

ベースプレート有 (Ｇｒ－ＣＫ－２Ｐ)

笠 木 有 Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ－４

ベースプレート無 (Ｇｒ－ＣＫ－２Ｈ)
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６. 木 橋

ア．木橋上部架設工（自動車道）

備考 １．上段（ ）は巾員3.0ｍ，下段裸書は巾員3.6ｍに適用する。

２．角材，丸太の区分は桁を対象とする。

３．集成桁は，６本桁，抛渡，桁橋は５本桁とする。

４．地覆高欄には水繰木，笠木，地覆仕立一切を含む。

取付金物，親柱，袖柱，その他一切仕上までとする

（橋長１ｍ当たり）

区 分 角 材 丸 太

高
欄

板 橋 土 橋 板 橋 土 橋

工種 別 型枠工 型枠工 型枠工 型枠工

(1.65)
人

(1.56)
人

(1.29)
人

(1.20)
人

地覆高欄

抛渡橋
1.98 (1.77) 1.87 (1.65) 1.55 (1.64) 1.44 (1.52)

人 人 人 人

2.12 1.98 1.97 1.83

(1.90) (2.02) (1.81) (1.90) (1.54) (1.89) (1.45) (1.77)
高 欄

2.28 2.42 2.17 2.28 1.85 2.27 1.74 2.13

(2.01) (2.72) (1.92) (2.61) (1.59) (2.33) (1.50) (2.22)
地覆高欄

桁 橋
2.41 3.27 2.30 3.13 1.91 2.80 1.80 2.66

(2.26) (2.97) (2.17) (2.86) (1.84) (2.58) (1.75) (2.47)
高 欄

2.71 3.57 2.60 3.43 2.21 3.10 2.10 2.96

普通
作業員

普通
作業員

普通
作業員

普通
作業員



- 6 -

イ．木造，土抱橋台及び袖工

ウ．橋脚組立及び杭建込工

（控杭 １本当たり ㎡当たり）

職 種
型 枠 工 普通作業員 と び 工 摘 要

工 種
人 人 人

(0.08)
木造土抱橋台，袖工 0.36 0.52 0.07 杭建込，貫締付を含む。

控 杭 0.10 控鉄線取付けその他一式

備考 １．普作（ ）は，土質によってさく岩工として計上するもので内書である。

（１基当たり）
区 分

挾 貫 一 段 挾 貫 二 段 挾貫二段筋違賃
梁

角 杭
本 型枠工

普 通
とび工 型枠工

普 通
とび工 型枠工

普 通
とび工

杭長
丸

別 数 作業員 作業員 作業員

３本建 0.9
(0.9)

0.3 1.4
(0.9)

0.3
1.5 2.0

梁 丸 ４ 〃 1.2
(1.2)

0.4 1.9
(1.2)

0.4
2.1 2.8

５ 〃 1.4
(1.5)

0.5 2.3
(1.5)

0.5
２ ｍ 2.6 3.6
未 満

３ 〃
1.0 (0.9)

0.3 1.5
(0.9)

0.3
1.6 2.1

梁 角 ４ 〃 1.5
(1.2)

0.4 2.2
(1.2)

0.4
2.3 3.0

５ 〃 1.7
(1.5)

0.5 2.5
(1.5)

0.5
2.9 3.8

３ 〃 1.4
(1.2)

0.6 2.3
(1.2)

0.6
2.3 3.3

梁 丸 ４ 〃 1.9
(1.6)

0.8 3.2
(1.6)

0.8
3.2 4.7

５ 〃 2.3
(2.0)

1.0 4.0
(2.0)

1.0
４ ｍ 4.1 6.0
未 満

３ 〃 1.5
(1.2)

0.6 2.5
(1.2)

0.6
2.4 3.5

梁 角 ４ 〃 2.2
(1.6)

0.8 3.5
(1.6)

0.8
3.4 4.9

５ 〃 2.5
(2.0)

1.0 4.3
(2.0)

1.0
4.3 6.3
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区 分
挾 貫 一 段 挾 貫 二 段 挾貫二段筋違賃

梁
角 杭

本 型枠工
普 通

とび工 型枠工
普 通

とび工 型枠工
普 通

とび工
杭長

丸
別 数 作業員 作業員 作業員

３本建 2.3
(1.5)

0.9
3.6

梁 丸 ４ 〃 3.2
(2.0)

1.2
5.1

５ 〃 4.0
(2.5)

1.5
５ ｍ 6.5
未 満

３ 〃 2.5
(1.5)

0.9
4.0

梁 角 ４ 〃 3.5
(2.0)

1.2
5.3

５ 〃 4.3
(2.5)

1.5
6.8

３ 〃 2.3
(1.5)

1.5
3.6

梁 丸 ４ 〃 3.2
(2.0)

2.0
5.1

５ 〃 4.0
(2.5)

2.5
６ ｍ 6.5
未 満

３ 〃 2.5
(1.5)

1.5
3.8

梁 角 ４ 〃 3.5
(2.0)

2.0
5.3

５ 〃 4.3
(2.5)

2.5
6.8

３ 〃 2.3
(2.1)

1.8
4.2

梁 丸 ４ 〃 3.2
(2.8)

2.4
5.9

５ 〃 4.0
(3.5)

3.0
７ ｍ 7.5
未 満

３ 〃 2.5
(2.1)

1.8
4.4

梁 角 ４ 〃 3.5
(2.8)

2.4
6.1

５ 〃 4.3
(3.5)

3.0
7.8

３ 〃 2.3
(2.1)

2.7
4.2

梁 丸 ４ 〃 3.2
(2.8)

3.6
5.9

５ 〃 4.0
(3.5)

4.5
７ ｍ 7.5
以 上

３ 〃 2.5
(2.1)

2.7
4.4

梁 角 ４ 〃 3.5
(2.8)

3.6
6.1

５ 〃 4.3
(3.5)

4.5
7.8

備考 １．斜柱を含む。杭長は平均長さとする。
２．杭，梁の切込，工作架設一切を含む。
３．角材，丸太材の区分は杭，梁をいう。
４．杭建込，杭拵を含む。
５．普作の（ ）は，土質によってさく岩工として計上するもので内書である。
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エ．橋梁修理工
（㎡当たり）

作業区分
旧 材 材 料 目 潰

切 込 取 付 盛 土 計 摘 要
取外し 小運搬 砂 利

種 別 職 種

梁 高 土 型 わ く 工
人 人

0.30
人

0.24
人 人 人

0.54
人

覆 橋 普通作業員 0.18 0.06 0.14 0.24 0.01 0.04 0.67

上 付 板 型 わ く 工 0.34 0.29 0.63

橋 普通作業員 0.12 0.06 0.17 0.29 0.64

修 地 土 型 わ く 工 0.26 0.22 0.48

覆 橋 普通作業員 0.13 0.06 0.13 0.22 0.01 0.04 0.59

繕 付 板 型 わ く 工 0.30 0.24 0.54

橋 普通作業員 0.10 0.06 0.14 0.24 0.54

桁 高 土 型 わ く 工 0.23 0.17 0.40

覆 橋 普通作業員 0.14 0.04 0.12 0.17 0.01 0.04 0.52

上 付 板 型 わ く 工 0.29 0.20 0.49

橋 普通作業員 0.10 0.04 0.14 0.20 0.48

修 地 土 型 わ く 工 0.20 0.13 0.33

覆 橋 普通作業員 0.09 0.04 0.10 0.13 0.01 0.04 0.41

繕 付 板 型 わ く 工 0.24 0.16 0.40

橋 普通作業員 0.08 0.04 0.12 0.16 0.40

高 土 型 わ く 工 0.12 0.12 0.24

覆 橋 普通作業員 0.06 0.02 0.07 0.13 0.01 0.04 0.33

付 板 型 わ く 工 0.14 0.14 0.28

橋 普通作業員 0.04 0.02 0.07 0.16 0.29

地 土 型 わ く 工 0.08 0.09 0.17

覆 橋 普通作業員 0.04 0.02 0.04 0.09 0.01 0.04 0.24

付 板 型 わ く 工 0.11 0.11 0.22

橋 普通作業員 0.03 0.02 0.06 0.11 0.22

備考 １．誘導板のみを修理する場合は，㎡当たり型わく工0.07人，普通作業員0.06人とする。

２．面積算出の巾は，有効巾員。

敷

板

又

は

成

木

上

部

修

繕
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オ．塵除杭組建工

カ．防腐塗装工

（１組当たり）

職 種

型 枠 工 普通作業員 摘 要

工 種

杭木２本建斜杭水貫取付共 0.8
人

0.6
人

同上に筋違貫を有するもの 0.9 0.7

備考 １．杭打，建込工含まず。

２．特殊な構造については，貫又は筋違貫が増となる場合，角材１‰当たり型枠工 2.5人，ボールト

１本当たり0.1人の割合で型枠工を加える。

３．補助普作については，１，２ともそれぞれ表の型枠工，普作の比により積算する。

（１㎡当たり）

区 分
一 回 塗 二 回 塗 三 回 塗

摘 要

数
量 数 量

特 殊
数 量

特 殊
数 量

特 殊

種 別 作業員 作業員 作業員
� 人 � 人 � 人

クレオソート 0.15 0.03 0.27 0.06

夏冬平均足場掛を
コールタール 0.20 0.03 0.40 0.06 含まず。

平均上，中，下塗
ペ ン キ 0.17人
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キ．木材防腐工

ア）オスモース防腐工

イ）クレオソート防腐工

ク．旧橋撤去工

（１‰当たり）

種 別 細 別 単 位
オスモース

特殊作業員 普通作業員 摘 要
Ａ 剤

橋 梁 材 素 材 ｍ３ 2.30
kg

0.08
人

0.04
人

丸太

橋 梁 材 製 材 ｍ３ 3.20 0.10 0.06
敷板を含む。

桁が角材の場合

橋 梁 材 製 材 ｍ３ 4.90 0.10 0.06 敷板，高欄のみの場合

備考 １．防腐材の積替え，被覆，塗装に伴う小運搬共一切。

２．防腐後の被覆は，ビニール製等の防水出来るものですること。

３．オスモース剤‰当たりの標準使用量は，橋梁材２kg，枕木材３kgでトラス橋等については適

宜増量できる（20％以内）。

（１‰当たり）

名 称 数 量 単 位 摘 要

クレオソート 7.00 � ２回塗とする。

普 通 作 業 員 0.54 人

（１橋当たり）

職 種
と び 工 普通作業員 摘 要

種 別

桁橋，方丈橋
橋長（ｍ）×橋高（ｍ）

とび工×3.5

人 軌道，牛馬道は70％とする。

10 （橋梁巾2.5ｍ以下）

木造トラス
橋長（ｍ）×橋高（ｍ）

とび工×4.0
軌道，牛馬道は80％とする。

５ （橋梁巾2.5ｍ以下）

備考 １．高欄付の場合は，20％増とする。

２．小運搬整理は，別途計上。

３．古材を利用しない場合は，上記歩掛の50％とする。
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ケ．旧橋一部撤去工
（１㎡当たり）

区分 桁 以 上 撤 去 敷板（成木）以上撤去

職
種 と び 工 普通作業員 と び 工 普通作業員

摘 要

橋長

10 ｍ 未 満 0.05
人

0.12
人

0.07
人

10 ｍ ～ 20 ｍ 0.05 0.15 0.09

20 ｍ 以 上 0.05 0.21 0.31

備考 １．径間２以上の場合は，１径間ごと10％増。

２．板橋および土橋に適用す。

３．面積算出の巾は，有効巾員。

４．古材を利用しない場合は，上記歩掛の50％とする。
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７. カンキョウ橋

ア.林道橋 橋長１２ｍの場合

注 橋長１２ｍの歩掛であるので、橋長が違う場合は比例で算出するものとする。

カンキョウ橋の上部工材料については、設計に基づき算出するものとするが、基本的な考え方は、

下記によるものとする。

留意点 1 桁材等の耐久性の向上を図るため、防腐加工(ACQ加圧注入)をすること。

2 端部固定金具に桁材の末口・元口が交互に組み合わせられることから、金具の寸法

に合わせた桁材を採材する必要があることから、通直で完満な材を選木すること。

3 通直で完満な材でなければ、枕材上金具に桁材がはまらず、防腐された桁材を切削

することになる

4 枕材上金具に入る枕材(角材)部分の切削加工については、角度を保持する重要な部

分であることから、設計図で示された寸法で作成すること。

名    称 規  格 単位 枕木作成 桁作成 桁架設 横床版 縦床版 地覆木 計
土木一般世話 0.04 0.04
普通作業員 人 4.0 6.0 3.0 1.0 14.0
型枠工 人 8.0 6.0 14.0
ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ 35t 日 2.0 2.0

名　　　称 規　格 ・ 寸　法 数量 単位 摘　　　　　　　要

桁材 末口12cm*橋長 16 本 4組(1組4本合わせ)

横床版 末口12cm*4.6m 77 本 橋長/平均幅15.5cm　

厚さ10cmの太鼓落としに加工 太鼓落しとして本数を算出する

縦床版 厚さ5cmの板材 ｍ3 橋長*橋幅*5cm

水繰木 下幅40cm*上幅２0cm*角10cm 個 個数につては、設計図による

地覆木 末口12cm*(橋長+40cm) 2 本

枕材 角材25cm*25cm*設計長 8 個 桁1組に2個使用

桁端部固定金具 桁材の元口径による 8 個 桁1組に2個使用

枕材(上部金具) 設計寸法による 8 個 桁1組に2個使用

枕材固定金具(上部押さえ） 設計寸法による 8 個 桁1組に2個使用

枕材(下部金具) 設計寸法による 8 個 桁1組に2個使用

ワイヤーローブ緊張器 設計寸法による 4 基 桁1組に1個使用

鳥居型L=100cm

同上誘導棒 φ13mm*200cm 2 本 緊張器1個に2本使用

ワイヤーロープ 設計計算に基づく設計長 8 組 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟの設計長算出は

B種 IWRC 6*WS(36) φ22*設計　2本/基 別紙計算書例による

横揺防止枠 平鋼 t=6mm*10cm  3.6mｰ3枚　0.45mｰ24枚 102 kg

全ネジボールト φ 9*100cm 12 本 横揺防止枠の下端締め付け

地覆締め付けﾎﾞｰﾙﾄ φ13*100cm 17 本 地覆・水繰木・横床版締め付け

ｺｰﾁｽｸﾘｭｰﾎﾞｰﾙﾄ φ 9*12.5cm 842 本 15本/ｍ2 縦・横床版締め付け

床版浮上がり防止枠 平鋼 t=6mm*10cm　6mｰ4枚　0.35mｰ24枚 153 kg 桁と横床版緊結

六角ボルト M12*140mm 4 本 端部固定金具、横床版締め付け
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イ. 歩道橋 橋長１１ｍの場合

留意点 1 桁作成から縦床版敷設までの歩掛については、当初架設の6.0mをベースにして算出

2 高欄歩掛については、歩道橋架設実績の10.0mをベースにして算出

3 歩道橋の場合の桁は、2本(末口、元口の交互並べ)とする

4 歩道橋に使用するワイヤーロープは、6*24 G/o(メッキ)φ20mmとするが、安全率を検討

のうえロープ径を決定すること。

切込加工建込組立
土木一般世話役 人 0.04 0.04
普通作業員 人 3.7 2.8 2.2 4.4 13.1
型枠工 人 3.7 2.8 6.5
大工 人 2.2 2.2 4.4
ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4.8～4.9t 日 1.8 1.8

計桁架設 横床版 縦床版
高　　　欄

名    称 規  格 単位 桁作成
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８. 路面整正工の功程及び歩掛（モーター・グレーダ３．１ｍ級）

－4
4

－

路 面 の 状 態 区 分 Ａ Ｂ Ｃ 備 考

1 1Ｋ当たり主査業運転時問（分／ｋｍ） 路面の状態区分

93.0－10.4×1＝82.6 93.0－10.4×2＝72.2 93.0－10.4×3＝61.8 Ａ：ワダチ掘れ（凹凸）、深さが15

主作業時間の一次回帰式 cm以上

Ｙ＝９３．０－１０．４Ｘ ８２.６ 分／km ７２.２ 分／km ６１.８ 分／km Ｂ：Ａ,Ｃの中間

ＸにＡ=l,Ｂ=2,Ｃ=3を代入計算した Ｃ：ワダチ掘れ（凹凸）、探さが5cm

未満

２ 主作業時間の運転１時間の作業量 82.6 分／ｋｍ 72.2 分／ｋｍ 61.8 分／ｋｍ

（ｍ／ｈ） 1.377ｈ／ｋｍ l.203ｈ／ｋｍ 1.030ｈ／ｋｍ

７２６ ｍ／ｈ ８３１ ｍ／ｈ ９７１ ｍ／ｈ

３ 長期運転実績による作業量の補正 726×0.667 831×0.667 971×0.667 モータグレーダ３.１ｍ級

運転時間430ｈ、運転日数80日、

運転日数／供用日数 指数0.667 ４８４ ｍ／ｈ ５５４ ｍ／ｈ ６４８ ｍ／ｈ 供用日数120日

１ 短期と長期運転の作業量のロス率

４ 準備・その他時間による作業量の補 は、運転日数／供用日数

正 484×(430/120-26/60) 554×(430/120-26/60) 648×(430/120-26/60) ２ １日の運転時間は、運転時間／供

準備その他 ÷(430/120) ÷(430/120) ÷(430/120) 用日数

12.2 ＋ 13.8 ＝ 26.0分 ３ 準備時間は、作業開始前の点検整

備、段取り等の時間である

４２５ ｍ／ｈ ４８７ ｍ／ｈ ５７０ ｍ／ｈ ４ その他時間は、作業待ち時間、後

かたづけ等の時間である

５ サイクルタイム（分）の算出 0.06×3×500
＋(3-1)×3.3

Ｃｍ＝
0.06ＮＤ

＋(Ｎ－１)×ｔ
3.0 ｔ：調査実績3.3分

Ⅴ

ｔ=3.3分､Ｎ=3回仕上げ､Ｄ=500ｍ､ ３６.６ 分 ３６.６ 分 ３６.６ 分 Ｎ：同一区間内の路面整正回数

Ⅴ=3.Okm/h

６ 作業効率（Ｅ）の算出 Ｅ：作業効率

Ａ ＝
0.06ＤＥ

（km／h） 0.425＝
0.06×500×Ｅ

0.487＝
0.06×500×Ｅ

0.570＝
0.06×500×Ｅ

Ｃｍ 36.6 36.6 36.6 Ｄ：１作業区間５００ｍとした

Ａ＝運転時間当たり作業量(km/h)

上記４のA,B,Cの各々の作業量 Ｅ＝０.５２ Ｅ＝０.５９ Ｅ＝０.７０ Ⅴ：負荷した作業速度３.０ｋｍ／ｈ

Ｄ＝500ｍ Ｃｍ＝36.6分

７ １時間当たり作業量 １．指導的業務を行うため、土木一般

（モータグレーダ3.1m級）
Ａ＝

0.06×500×0.52
Ａ＝

0.06×500×0.59
Ａ＝

0.06×500×0.70 世話役0.04人/時間当たりを掲上す

Ａ ＝
0.06ＤＥ

（km／h）
36.6 36.6 36.6 る。

Ｃｍ

Ｄ=500m,Ｃｍ=36.6分 ２．法面からの浮き石及び除草木等の

Ｅ=上記６のA,B,Cの各々の作業効率 ０.４２６ ｋｍ ０.４８４ ｋｍ ０.５７４ ｋｍ 除去のため、普通作業員0.2人／時

間当たりを掲上する。

A1762507
長方形
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モータ・グレーダによる路面整正 １時間当たり

名 称 単 位 機 械 名

ブレード幅3.1m

土木一般世話役 人 0.04

普通作業員 人 0.2

機械損料 時間 1.0

９. 林 道 除 草 １時間当たり

軽トラック 除草機械 誘導者 補助要員 単位 計 摘 要

機械損料 1.00 ｈ 1.00

燃料（ガソリン） 2.30 1.33 Ｌ 3.63

運転手（一般） 0.25 人 0.25

普通作業員 0.20 人 0.20

土木一般世話役 0.04 人 0.04

備考 1 除草機械における功程調査については、平成１５年調査（基礎データは参考資料12

別途保管）に基づく。

2 除草機械を積載するトラックは、低速で作業することから、４ＷＤ仕様とする。

3 軽トラックの損料については、時間当たり機械損料による。

4 功程については、林道間の移動時間を考慮し、功程調査における時間当たり施工

延長の75%とする。∴ 1.97(km/h)＝2.63(km/h)×75%

5 功程は林道の両サイドを刈り払いした距離である。

6 除草機械のエンジンは下記による。

ロビンエンジン（4サイクル、183cc）

型式 定格馬力(PS) 燃料消費率(β) 間当たり消費量(Ｌ) 摘 要

EY20 3.5 280 1.33

Ｌ／ｈｒ＝ＰＳ(α)×消費率(β)／(Ａ×1000)

燃 料 Ａ

混合油 0.740

ガソリン 0.735

軽 油 0.840
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コンクリート土のう積工

（１）適用区分

この歩掛は林道等開設工事等に適用する。

（２）構成人員

袋詰及び積上作業における構成人員は、次表とする。
（10㎡当たり）

（３）材料使用量

実面積10㎡当たりの使用量は、次表とする。
（10㎡当たり）

（４）単価表
（10㎡当たり）

作　業　名 名　　称 法勾配　0.4 法勾配　0.5

袋 　 　 　 詰
山 　 林 　 砂 　 防 　 工

（普　通　作　業　員）
2.2 2.1

積 上 仕 上 一 式
山 　 林 　 砂 　 防 　 工

（普　通　作　業　員）
1.7 1.6

計 3.9 3.7

名　　称 規　　格 単　　位 法勾配　0.4 法勾配　0.5

土 　 の 　 う 700×480 袋 221 213

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 ㎥ 4.0 3.8

異 　 形 　 鋼 　 棒 D13　L=500 ㎏ 36 35

排 　 水 　 管 VP(肉厚管)φ50 ｍ 1.5 1.5

名　  称 規 　 格 単　  位 数 　 量 摘  　要

山 　 林 　 砂 　 防 　 工

（普　通　作　業　員）

人

（〃）
（２）

土 　 の 　 う 700×480 袋 （３）

コ ン ク リ ー ト 18-8-40 ㎥ （３）

異 　 形 　 鋼 　 棒 D13　L=500 ㎏ （３）

排 　 水 　 管 VP(肉厚管)φ50 ｍ （３）

計
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コンクリート土のう積工

材 料 表
（10㎡当たり）

名　　称 規格・寸法 単　　位 4分　数量 5分　数量 摘　　要

穂 高 　 Ｈ ｍ 1.5以下 2.5以下

土 の う 700×480 袋 221 213

コンクリート 18-8-40 ㎥ 4.0 3.8

鉄 筋 SD295A ㎏ 36 35 D13　L=500

排 水 管 VP(肉厚管)φ50 ｍ 1.5 1.5
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余切の取扱いについて

ア．余 切 の 種 類

支払対象余切

余 切
切 土 …… 支払対象外

支払対象外余切

残 土 …… 運搬土量から控除
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イ．施工形態による取扱い

① Ａ断面のある場合

(a) 余切とならない切り方

Ⅰ ア－ク－ウ－エ（逆丁張より来た正しい切り方）

Ⅱ イ－ウ－エ （支払断面の最も少ない切り方）

Ⅲ コ－ケ－サ－オ（20cmの許容限界を用いた切り方）

(b) 余切となる切り方

Ⅰ ア－ク－キ－エ

余切断面ア－ク－キ－エ－ウ－イ

Ⅱ コ－ケ－ク－キ－エ

〃 コ－ケ－ク－キ－エ－ウ－イ

(c) 余切の許容限界

Ⅰ 余巾は＋20cm以内とする。距離に制限なし

Ⅱ 法面勾配±0.5分以内（下図の通り）

（林業専用道新設工事にあっては「＋」側は

1.0分以内）

α＝βでこの距離は高さに比例するもので許

容限界20cmには関係なく20cm以上の場合もあ

るが余切とはならない｡

(d) Ａ断面を支払出来る場合

① ア地点及びウ地点に丁張をかけエ

地点に堀削した場合は支払出来る。

② ウ地点が施行途上において風化等

に欠落した場合も支払出来る。

2.1ｍ
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(e) Ａ断面が支払い出来ない場合

① 全測点の50％未満が上記の①及び②のように適正に施行されていてもＡ断面は全部支

払い出来ない

「全測点」とは切土の丁張りをかけなくても施行可能な箇所は除いた測点である。

② 余切りの許容内余巾は施行基面の横方向20cm以内で20cmを越えた場合はＡ断面全部支

払い出来ない。

(f) 許容内余巾について

① 出来高横断図に記入するが断面計算上は無視してよい。

② Ａ断面のない場合

(a) 余切りとならない切り方

Ⅰ エ－イ－コ 支払断面 ウ－イ－コ

Ⅱ オ－カ－コ 〃 ウ－イ－コ

Ⅲ エ－サ－カ－コ 〃 ウ－イ－コ

(b) 余切りとなる切り方

Ⅰ キ－イ－コ 余切り断面 キ－ウ－イ

Ⅱ ケ－ク－コ 〃 ケ－ク－イ－ウ

(c) 余切りの許容限界

Ⅰ 余巾は＋20cm以内とする。距離に制限なし

Ⅱ 法面勾配±0.5分以内。ただし、林業専用道新設工事にあっては「＋」側は1.0分以内。
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ウ．支払形態による取扱い

① 支払対象となる場合

(a) 川側三角断面

Ⅰ 施工基面の場合

切土箇所で路肩から地山までの水平距離が1.0ｍ以下の場合、その土量を計算して土量

計算の算定因子とする。

ア）1.0ｍ＜ａの場合

Ａ断面の切土量は計算しない。

イ）1.0ｍ＞ａの場合

Ａ断面の切土量は計算して、土量計算に反映させる。

Ⅱ 掘 割 の 場 合

条件(ｱ)に同じ

(b) ベンチカット（重機械通過）

それぞれの現場に応じて、当初設計において土量計

算して、土量計算に反映させる。

なお設計に積算していない場

合、監督員がその必要を認めた

ときには、設計変更で処理して

差支えない。
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(c) 岩 盤 推 定 線

本来ならばａ・ｂ・ｃ線に堀削するのが林地保全上からも理想的であるが、設計時点で

土質区分を明確にすることが困難なためア・イ・ウで設計している。

この場合、岩盤線に沿ってア・イ・ｂ・ｃで施工された場合は、ア・イ・ｂ・ａ、断面

は支払の対象とする。

したがって余切の対象とならない。

② 支払対象とならない場合

(a) 切土造成巾が＋0.2ｍを超えるもの

施工基面の横方向20cm程度の余切巾で施

工された場合は、余切りの対象とはしない。

20cm程度以上を超えたものはＯ点から全

部余切の対象とする｡

(b) 切土法面勾配が＋0.5分を超えるもの

（林業専用道新設工事にあっては、「＋0.5分」を「＋1.0分」と読替える。）

Ⅰ 切土法勾配が＋0.5分を超えるものはＯ点から全部余切の対象とする。

2.1
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Ⅱ 法勾配の許容内＋0.5分は正規の巾員

からで許容全巾（20cmを含む。）からの

ものでない。

Ⅲ 出来型が土砂の場合、7.5分または8.5分で仕上がっても８分の法勾配で土量を算定

する。

エ．余切の対象となる断面

① 土工標準図に定められた法勾配を＋0.5分はみ出したもの。

（林業専用道新設工事にあっては[＋0.5分]を[＋1.0分]と読替える。)

② 規定路巾を20cmこえたもの。

③ 代表的なものを図示すれば次のとおりである。

Ａ

Ｂ
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Ｃ

Ｄ

Ｅ


